
 

成長力加速プログラム 
～ 生産性５割増を目指して ～ 

 

 

２つの視点  「新成長経済」を２つの視点から実現 

 成長力阻害要因の除去 

 消費者起点の新成長の実現 

 

３つの戦略  「基礎力」「効率」「創造力」による成長力の強化 

 

Ⅰ．基礎力： 「成長力底上げ戦略」  

成長から取り残されている人材・中小企業を支援し、成長力を底上げ 

Ⅱ．効率： 「サービス革新戦略」  

生産性の低い分野や潜在的ニーズが満たされていない分野の効率と質

向上  

Ⅲ．創造力： 「成長可能性拡大戦略」 

成長の最前線を拡大し、「未来への投資」を推進 

 

経済成長の姿 ５年間で労働生産性の伸び率５割増 

 

 「新成長経済移行シナリオ」（『進路と戦略』参考試算）の実現を目

指す。一人当たり成長力（労働生産性）は５年で５割増 

（過去10年間平均1.6％⇒平成23年度2.4％程度(５割増）） 

 

成長 力加 速 プログラ ムの イメー ジ

成長の最前線の拡大

～成長可能性拡大戦略～

低生産性分野のキャッチアップ
～サービス革新戦略～

成長から取り残されている分野の底上げ
～成長力底上げ戦略～

フロントライン

ボトムベース
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